
支援相談員老健仕事人

超強化型老健の支援相談業務
［第１回］

田中龍一［たなか・りゅういち］
介護老人保健施設ケアポート栗東（滋賀県）

主任支援相談員

【連載】

老健 2022.122

新型コロナウイルス、介護報酬改定、科学的介護
情報システム（LIFE）の始動。2021年度のスタート
は皆さまいかがでしたか。私はいままでの経験値だ
けでは予測がつかないことばかりで、当時混乱の極
みでした。
LIFEや介護報酬改定の対応がようやく落ち着いて

きた最中、この度「老健仕事人」のお話をいただきま
した。最初は「自分に務まるのだろうか」と不安な気
持ちで一杯でした。しかし、せっかくいただけた貴重
な機会です。これまで経験してきた支援相談員として
の取り組みや工夫を少しでもお伝えできればと考えて
います。
今回の記事ですが、３回連載となります。　第1回：

施設概要、第２回：仕事の工夫、第３回：支援相談員
としての想いを綴っていきます。

当施設は、滋賀県南部に位置する済生会を母体と
する独立型の老健施設です。栗東市は人口７万人、
高齢化率 19.8％（2021年４月時点）と比較的若い
方が多い地域です。
済生会滋賀県支部は急性期病院を軸に、地域住

民の医療福祉ニーズを幅広くサポートしています。ま
た第２種社会福祉事業である無料低額療養事業も展
開しており、経済的に困窮されている方への支援に力
を注いでいます。
そのなかで当施設は、2018 年４月より超強化型

老健施設として運営しています。入所定員は一般棟
55床、認知症専門棟 45床の計100 床（内ショート
ステイ10 床：空床利用）、通所リハビリ（定員 30 名）、
訪問リハビリを併設しています。

相談支援体制は入所が支援相談員 2名、施設ケ
アマネジャー1名、通所・訪問は支援相談員１名体制
です。

近年、当施設では超強化型を維持しながら稼働率
98％を達成してきました（図1）。しかしコロナを機に
ショートステイ利用者（以下、SS）が激減しました。
居宅ケアマネジャーに状況を確認すると「本人・家族
の不安が強く、いまは訪問系のサービスが中心となっ
ている」とのことで、いままで利用いただいていた方
もお断りになることが増えました。施設としても、当
時ワクチンが普及しておらず、入退所の頻度を増やす
ことは施設内の発症リスクが増すことであり、SSの
削減は苦渋の選択でした。
SSに加えて、入所の希望者も減少しました。コロ

ナ禍以前は月間 30 件程度あった入所相談件数が、
2020 年以降は月間10 件程度に落ち込みました。数
少ない入所相談件数とはいえ、すべての方を受け入
れることは叶いません。フロアのマンパワー、提供で
きる医療体制、薬価の問題、BPSDなど入所に至る
までの課題は山積しています。

激動の2021年度の幕開け

施設紹介

コロナを機にショートステイ利用者が減少

図1 稼働推移
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また、近隣では特別養護老人ホームの新設・増床
が相次ぎ、新規相談の方に特別養護老人ホームと天


